
=名 船  発 掘 〈汽船〉===

(主要自)客 船、海軍省所属、 8′765総トン、主機蒸

気タービン、出力22′000馬力、航,毎速力 85ノ ット、

船客定員2″400人、 923年英国ベアー ドモア社建造、

前名 Conte Verde、(数字はすべて竣工時のもの)

身後のデエヴ

，一室吋

日本船となったイタリアの有名客船
写
真
は

「
コ
ン
テ
　
ヴ

ェ
ル
テ
」
と
ハ
ル
ク
と
化
し
た

．壽
丸
」

不
明
隙
な
日
本
船
時
代

の
船
歴

と
き
お
り
、
海
外
の
研
究
者
か
ら
問
合
わ
せ
が
来

る
。
船
歴
を
調
べ
て
欲
し
い
と
い
う
の
が
大
部
分
だ

が
、
そ
の
中
で
最
も
多
い
の
が
、
第
二
次
大
戦
中
に

日
本
船
と
な
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
客
船

「
コ
ン
テ

・
ヴ

ェ
ル
デ
」
の
終
末
に
つ
い
て
の
質
問
だ
。

彼
ら
の
お
も
な
情
報
源
は
、
英
国
の
客
船
史
家
Ｎ
・

Ｒ

・
Ｐ

・
ボ
ン
サ
ー
の
史
書
で
あ
る
。
労
作

『
サ
ウ

ス
・
ア
ト
ラ
ン
テ
イ
ツ
ク

・
シ
ー
ウ
ェ
イ
』
曇

九

八
三
年
刊
）
を
ひ
も
と
く
と
、
同
い
の
最
後
の
部
分

は
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

◇

一
九
四
三
年
九
月
九
日
上
海
で
自
沈
。
の
ち
浮
揚
。

輸
送
船

「章
丸
」
合
」と
ぶ
き
ま
る
）
と
な
る
。

◇

一
九
四
四
年
十
二
月
舞
偽
で
空
爆
に
よ
り
沈
没
。

◆

一
九
四
九
年

一
月
浮
揚
。
三
井
船
舶
に
売
却
。

◆

一
九
五

一
年
解
体
。

ご
覧
の
よ
う
に
、
ば
く
ぜ
ん
と
し
た
こ
と
し
か
書

い
て
い
な
い
し
、　
一
九
四
九

（昭
和
二
十
四
）
年
に

「
三
井
船
舶
に
売
却
」
と
あ
る
点
も
、
史
料
の
一異
付

け
は
な
い
ら
し
い
。
結
局
、
筆
者
の
と
こ
ろ
へ
照
会

が
あ
る
わ
け
だ
が
、
筆
者
の
手
元
に
も
充
分
な
史
料

は
な
い
の
で
、
い
つ
も
難
渋
す
る
。

大
西
洋
航
路
客
船

と
し
て
誕
生

と
は
い
え
、
こ
う
い
っ
た
日
本
を
発
台
に
し
た
史

実
調
査
は
、
本
来
、
わ
れ
わ
れ
日
本
の
海
事
史
家
が

＝
＝

到



や
る
べ
き
仕
事
な
の
だ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
話
の
順
序
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
船
時

代
か
ら
書
き
進
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
コ
ン
テ
・
ヴ
ェ
ル
デ
」
が
建
造
さ
れ
た
の
は
、
日

本
で
い
え
ば
大
正
末
期
。
ロ
イ
ド

・
サ
バ
ツ
ド
社
の

大
西
洋
航
路
客
船

「
ヨ
ン
テ

・
ロ
ッ
ソ
」

ご
一代
目
）

の
姉
妹
船
と
し
て
英
国
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
誕
生
し

た
。
こ
の
船
主
は
の
ち
に
、
戦
前
の
イ
タ
リ
ア
の
看

板
客
船

「
コ
ン
テ

・
デ
ィ

・
サ
ボ
イ
ア
」
を
ト
リ
エ

ス
テ
の
造
船
所
に
発
Ｌ
し
て
い
る
。

処
女
航
海
は

一
九
二
三
年
四
月
の
南
米
航
路
で
、

ジ
ェ
ノ
ア
～
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
間
を
結
ん
だ
。
次

い
で
、
同
じ
年
の
六
月
に
は
、
ひ
の
き
舞
台
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
航
路
に
就
航
。
そ
の
後
、
再
び
市
米
航
路

に
転
じ
、　
一
九
三
二
年
に
は
、
Ｎ
Ｃ
Ｉ
、　
ロ
イ
ド

・

サ
バ
ウ
ド
、
コ
ス
リ
ッ
チ
三
社
の
合
併
に
よ
る
イ
タ

リ
ア

・
ラ
イ
ン
の
設
立
に
と
も
な
い
、
国
策
色
の
濃

い
こ
の
船
会
社
に
移

っ
て
い
る
。

上
海
と
同
船
と
の
縁
が
で
き
た
の
は
、
同
年
八
月

に
、
ト
リ
エ
ス
テ
～
上
海
間
の
極
束
航
路
に
投
入
さ

れ
て
か
ら
の
こ
と
だ
。
同
じ
年
、　
ロ
イ
ド

・
ト
リ
エ

ス
テ
ィ
ノ
社
の
組
織
強
化
に
際
し
、
同
社
に
移
籍
。

引
き
続
き
極
束
航
路
に
就
航
し
た
。

こ
の
間
、　
一
九
二
七
年
九
月
二
日
、
香
港
で
瞬
問

風
速
七
十
四
メ
ー
ト
ル
の
台
風
に
道
退
し
、
避
難
中

に
座
礁
。
苦
心
の
す
え
離
疎
に
成
功
し
て
い
る
。
香

港
測
候
所
開
設
以
来
と
い
う
こ
の
猛
台
風
で
は
、
日

本
郵
船
の

「浅
間
丸
」
も
座
礁
、
復
帰
に

一
年
を
要

し
た
こ
と
は
有
名
な
話
だ
。
同
船
の
船
尾
に
、
流
さ

れ
て
き
た

「
コ
ン
テ

・
ヴ
ェ
ル
デ
」
が
接
触
し
た
の

が
、
「浅
関
丸
」
遭
難
の
原
因
ら
し
い
。

日
本

の
外
交
官
交
換
船
と
な
る

第
二
次
大
戦
の
開
戦
時
、
上
海
に
入
港
し
て
い
た

「
コ
ン
テ

・
ヴ
エ
ル
デ
」
は
、
帰
国
を
断
念
し
、
そ

の
ま
ま
同
港
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
し
て
、　
一
九
四
二

（昭
和
十
七
）
年
に
、
同
盟
国
日
本
の
外
交
官
交
換

船
と
な
り
、
客
船
と
し
て
最
後
の
航
海
を
行
な
っ
て

い
る
。
乗
組
員
は
む
ろ
ん
イ
タ
リ
ア
人
だ
。

こ
の
年
の
六
月
二
十
九
日
に
上
海
を
発
っ
た
同
船

は
、
連
合
国
側
外
変
官
ら
を
船
上
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で

「漫
関
丸
」
と
落
ち
合
い
、
七
月
二
十
二
日
に

ロ
レ
ン
ツ
マ
ル
ケ
ス
に
入
港
し
た
。
四
日
後
、
相
手

側
交
換
船

「グ
リ
ッ
プ
ス
ホ
ル
ム
」
か
ら
の
邦
人
を

乗
せ
て
同
港
を
出
帆
。
八
月
二
十
日
に
横
浜
の
大
桟

橋
に
着
岸
し
、
無
事
大
任
を
果
た
し
た
。

「串
丸
」
と
改
名
、
舞
鶴

へ
回
航

と
こ
ろ
が
、
翌

一
九
四
三

（昭
和
十
八
）
年
九
月

八
日
に
母
国
が
降
伏
す
る
と
、
上
海
に
戻
っ
た
同
船

の
立
場
は
微
妙
な
も
の
に
な
っ
た
。
本
来
な
ら
ば
、

連
合
国
の
管
理
下
に
入
る
の
が
筋
な
の
だ
ろ
う
。
船

長
は
結
局
、
自
沈
が
最
善
と
判
断
し
、
同
船
を
黄
浦

江
に
沈
め
た
の
で
あ
る
。

翌
年
日
本
海
軍
は
、
サ
ル
ベ
ー
ジ
会
社
の
協
力
を

得
て
同
船
を
浮
揚
さ
せ
、
江
南
造
船
所
の
ド
ッ
ク
に

入
れ
た
。
『江
南
造
船
所
』
ａ

九
七
二
年
、
同
所
史

刊
行
会
刊
）
に
、
空
襲
で
イ
タ
リ
ア
人
船
員
が
死
傷

し
た
記
録
が
の
っ
て
い
る
。
「毒
丸
」
と
い
う
古
風

な
名
が
付
け
ら
れ
た
の
も
、
浮
揚
後
の
こ
と
で
、
こ

の
と
き
上
構
は
ほ
と
ん
ど
撤
去
さ
れ
た
。

な
ん
と
か
自
力
航
行
が
可
能
と
な
っ
た
同
船
は
本

土

へ
の
回
航
が
決
ま
り
、　
一
九
四
五

（昭
和
二
十
）

年
四
月
二
十
日
に
舟
山
海
域
を
出
航
。
海
防
艦
群
に

守
ら
れ
な
が
ら
、
青
島
、
鎮
海
経
由
の
迂
回
コ
ー
ス

を
と
り
、
六
月
四
日
舞
鶴
に
到
着
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
海
軍
は
、
同
船
を
軍
艦
に
転
用
す
る
予
定
だ
っ

た
。
が
、
終
戦
で
こ
の
計
画
は
幻
と
な
っ
た
。

戦
後
も
ず

っ
と
舞
鶴
に
在
っ
た
が
、
管
理
の
不
十

分
か
ら
再
び
着
底
。　
一
九
四
九

（昭
和
二
十
四
）
年

春
に
、
飯
野
産
業
が
こ
れ
を
引
き
揚
げ
た
。
当
時
の

『海
事
要
録
』
（実
業
展
望
社
刊
）
を
見
る
と
、
同

社
の
修
繕
船
の
欄
に

「
コ
ン
テ

・
ヴ
ェ
ル
デ
」
の
名

と
、
工
費
二
十
億
円
と
い
う
数
字
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
同
船
は
最
終
的
に
は
同
年
七
月
に
飯
野
で
解
体

さ
れ
て
い
る
が
、
客
船
に
再
生
さ
せ
る
計
画
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
辺
は
不
明
だ
。

以
上
が
、
「
ヨ
ン
テ

・
ブ
ェ
ル
デ
」
の
波
乱
の
船

歴
で
あ
る
。
上
海
自
沈
以
後
の
考
証
は
、
小
林
義
秀

氏
の
助
力
を
得
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、
最
も
史
実

に
近
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
　

（
山
田
　
迪
生
）
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